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 １ 中学校卒業者数の減少 

本県の中学校卒業者数は、平成元年３月の１３，４８３人をピークとして減

少を続け、平成２３年に生まれた子どもたちが高校に入学する平成３８年には

６，７２１人になり、ピーク時の約半数にまで減少することが見込まれている。 
  
平成２０年１０月の福井県高等学校教育問題協議会（高問協）答申の趣旨を

踏まえ、平成２１年３月に策定した「県立高等学校再編整備計画（以下、「再編

整備計画」という。）」においては、県立高校の適正規模を１学年４学級～８学

級としており、今後、全ての県立高校において、適正規模を確保し、生徒が互

いに切磋琢磨しながら成長できる環境を整える必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２ 職業系専門学科の在り方 

 職業系専門学科においては、各専門分野の基礎的な知識・技能の習得、将来

の社会人として望ましい勤労観・職業観の育成に加え、現代の社会や生徒の多

様なニーズを的確にとらえた教育体制の整備が求められている。 
 
また、科学技術の進展や産業構造の変化に伴い、社会が求める知識・技能は

日進月歩しており、こうした流れに的確に対応するため、より高度で実践的な

専門教育が必要となってきている。 

 

【校】 

（※折れ線グラフは中学校卒業者数、棒グラフは県立高校数：以下同じ） 

 
Ⅰ 本県高校教育を取り巻く現状と課題 

【人】 

【県内中学校卒業者数と県立高校（全日制）数の推移（見込み含む）】 

H3三国高校川西分校廃止 
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さらに、地元の産業を担い、地域に根ざして活躍する人材の育成を図るため、

県内各地区の特色を生かした教育を推進することが重要である。 
 
このため、再編整備計画においては、 
① 複数の異なる専門学科を持つ総合産業高校の設置 
② ひとつの専門分野に特化した拠点校の設置 
③ 本県の特色を生かした新しい学科の設置 

を中心とした職業系専門学科の再編整備を進めることとしている。 
 
 

 ３ 定時制・通信制課程の在り方 

定時制・通信制課程においては、従来からの「働きながら学ぶ」生徒が減少し、

不登校経験者や全日制高校からの転入・編入者など、様々な課題を抱える生徒

が増加している。 

 

このため、再編整備計画においては、 
① 従来の昼間二部制（就学と就労を午前と午後に１週間交替で行う体制）

の見直し 

② 単位制・二学期制の導入 

③ 夜間制から昼間制への移行 

④ 教育内容や教育相談体制の充実 

を基本として、定時制・通信制課程の見直しを進めることとしている。 
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 再編整備計画においては、平成２０年１０月の「福井県高等学校教育問題協

議会答申」の趣旨を踏まえ、地区の実情に応じた段階的な再編整備方針を掲げ

ており、まずは、第１次実施計画として、県内で最も生徒数の減少が著しい奥

越地区の全日制高校の再編整備ならびに定時制・通信制課程の見直しを行うこ

ととした。 
 

 １ 奥越地区の再編整備 

 奥越地区については、大野東高校と勝山南高校を再編統合し、大野東高校を

校地として総合産業高校を設置することとした。なお、勝山南高校の校地や体

育館等を活用し、新たに特別支援学校を設置することとした。 
 
奥越地区の再編整備に当たっては、平成２１年８月に「奥越地区魅力ある県

立高校づくり検討会議」を設置し、地区の県立高校全体の魅力向上策等につい

て議論を行い、平成２１年１２月に検討結果の報告がなされた。 
 

 新たに設置する総合産業高校については、平成２２年２月に、大野東・勝山

南両校による「奥越新高校準備委員会」を設置し、開校に向けての具体的準備

を開始した。 
 
同委員会を中心に、工業、商業、家庭、福祉の４つの専門学科を基本に、各

分野が協働した特色ある学校づくりを目指し、学科やカリキュラム編成作業を

進め、平成２２年１１月には新高校の名称を「奥越明成高等学校」に決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅱ 県立高等学校再編整備 第１次実施計画の推進 

【奥越地区の県立高校再編整備の姿】 

 

 

 

● 機械科【工業】 

● 電気科【工業】 

● ビジネス情報科【商業】 

● 生活福祉科【家庭・福祉】 

・生活コース 

・福祉コース 

奥越明成高校【５学級】 大野東高校【４学級】 
・機械システム科【工業】 

・電気科【工業】 

・情報・建設科【工業】 

・福祉教養科【福祉】 

勝山南高校【３学級】 

・情報科【商業】 

・経営実務科【商業】 

・生活経営科【家庭】 
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 同校のカリキュラム編成においては、学科の枠を越えて科目を選択できる「総

合選択制」を導入し、生徒の多様な学習ニーズに対応するとともに、地区の産

業や観光など、奥越の魅力をＰＲする学校独自の科目や、地区の要望を踏まえ、

測量などの土木・建設に関する科目も開設することとした。 
 
 平成２３年４月には１５１人の新入生を迎え、本県初の高校再編による総合

産業高校、地区の産業界の将来を担う人材育成拠点としての第一歩を踏み出し

たところである。 
【奥越明成高校開校までの主な経緯】 

年度 主 な 経 緯 

２０ ０３月 県立高等学校再編整備計画決定 

２１ 

０８月 「奥越地区魅力ある県立高校づくり検討会議」設置、地区の高校教育の魅力ある在り方につい

て検討（～１２月） 

０２月 大野東・勝山南両校による「奥越新高校準備委員会」を設置（以降、毎月開催） 

２２ 

０４月 地区中学校長会、中学校関係者への説明、校名の公募（～６月） 

０５月 中学校進路説明会（～６月）、再編対象校ＰＴＡ説明会 

０８月 体験入学（新高校説明、体験学習を実施） 

１０月 校章の公募（～１１月）、地区中学校進学説明会（～１１月） 

１１月 奥越明成高等学校設置（福井県立学校設置条例改正） 

０１月 校章・モニュメントの公表、推薦入学者選抜 

０３月 一般入学者選抜 

２３ ０４月 開校式・入学式 

 

 ２ 定時制・通信制課程の見直し  

県立高校の定時制・通信制課程については、平成２２年度から、昼間二部制

の見直しとともに、単位制・二学期制や後期からの編入学制度の導入を行い、

生徒が自分のペースや興味・関心に合わせて学習を進め、３年間で卒業するこ

とができる体制に改めた。 

 

さらに、生徒が抱える様々な課題に対応するため、スクールカウンセラーと

スクールソーシャルワーカーを新たに配置し、教育相談体制の充実を図ったと

ころである。 

 

こうした見直しを反映して、特に、平成２２年度以降の定時制課程の進学者

数は増加しており、これからも、生徒の多様な学習ニーズや課題に的確に対応

できる教育環境整備に努めていく。 

 

【県立高校定時制課程への進学者数の推移】 

区  分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 

県立高校定時制課程への進学者数 １９０ ２４７ ２５５ 

対２１年度比（％）  １３０．０ １３４．２ 

※21～22 年度は進路実態調査、23 年度は 4月の入学者数による。 
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１ 計画の趣旨 

  この計画では、坂井地区（あわら市、坂井市）、若狭地区（小浜市、高浜町、

おおい町、旧上中町）における職業系専門学科を中心とした全日制県立高校

の再編整備の方向性について定める。 

 

 

２ 計画の期間 

 計画の期間は、平成２４年度から２６年度までの３年間とする。 

 

３ 計画の内容 

（１）課題と対応 

 対象地区の県立高校においては、以下の共通の課題が存在しており、再編整

備に当たっては、こうした課題に的確に対応し、県立高校の教育環境の充実を

図ることを第一に進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

【参 考】 

・中学校卒業者数の推移（見込み含む）          ※減少率は、対Ｈ元年比 

坂井地区 若狭地区 
年 

卒業者数(人) 減少率（％） 卒業者数(人) 減少率（％） 

Ｈ １ １，８０６ － １，００４ － 

Ｈ２３ １，３１３ ▲２７．３ ６６８ ▲３３．５ 

Ｈ２８ １，２５０ ▲３０．８ ５８０ ▲４２．２ 

Ｈ３８ ９７７ ▲４５．９ ５２１ ▲４８．１ 

    

・平成２３年度の学級数、募集定員、入学者数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅲ 県立高等学校再編整備 第２次実施計画（坂井地区・若狭地区） 

№ 学校名 大学科 
学級

数 

募集 

定員 

入学 

者数 

普通 6 194 194 
１ 金津 

商業 2 72 71 

２ 丸岡 普通 4 156 156 

普通 5 187 186 
３ 三国 

家庭 1 32 32 

４ 坂井農業 農業 3 93 93 

５ 春江工業 工業 4 144 143 

 

№ 学校名 大学科 
学級

数 

募集 

定員 

入学 

者数 

普通 5 195 195 

理数 1 36 36 １ 若狭 

商業 2 72 72 

普通 2 60 54 

農業 2 66 66 ２ 若狭東 

工業 2 60 60 

３ 小浜水産 水産 3 90 75 

 

各地区の共通課題 

① 今後の高校入学者数の減少を見通した適正な学校配置と規模の確保 

② 社会や生徒の多様なニーズに的確に対応した職業教育の推進 

③ 近年の普通科系学科への進学志向の高まりに対応 

【坂井地区】 【若狭地区】 
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・農業科・水産科卒業生の就職状況（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・普通科系学科と職業系専門学科の定員割合（平成２４年度募集定員） 
 

 

※（  ）は、地区内の私立高校の定員を含めた数字。  

 

 

 

 

学科別定員割合（％） 
地 区 

普通 職業 総合 

福井 
66.3 

（69.3） 
33.7 

（30.7） 
－ 

坂井 61.6 38.4  

奥  越 70.1 29.9 － 

丹  南 66.1 20.8 13.1 

嶺

北 

嶺北 
65.8 

（67.6） 
30.3 

（29.6） 
3.9 

（2.8） 

二  州 
51.7 
(65.1) 

48.3 
(34.9) 

－ 

若  狭 51.3 48.7 － 
嶺

南 

嶺南 
51.5 

（59.5） 
48.5 

（40.5） 
－ 

合 計 
62.9 
(66.1) 

34.0 
(31.5) 

3.1 

(2.3) 

業 種 

学校名 卒業年 
農林 

漁業 
建設 製造 卸小売 飲食 

金融 

保険 

サー 

ビス 

Ｈ２１ ０ １ ３２ ８ １ ３ １ 

Ｈ２２ ０ ４ １８ ６ ４ ０ ８ 
坂井農業高校 

【農業科】 
H２３ ０ ３ ２６ ４ ３ ０ ５ 

Ｈ２１ １ ３ １６ ３ ２ １ １３ 

Ｈ２２ ０ １ １３ ３ ０ ０ ２１ 
若狭東高校 

【農業科】 
H２３ １ ６ １３ ６ ２ ０ ７ 

Ｈ２１ ０ ７ １４ ４ １ ０ １０ 

Ｈ２２ ２ ５ １３ １ ２ １ １０ 
小浜水産高校 

【水産科】 
H２３ １ ２ １６ ３ ３ １ ４ 
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（２）各対象地区における再編整備方針 
  

① 坂井地区（あわら市、坂井市） 
 

◆ 現状と課題 

平成元年３月における中学校卒業者数は１，８０６人であったが、平成２３

年には１，３１３人まで減少（約２７％減）した。また、平成３８年には、     

９７７人まで減少（約４６％減）する見込みとなっている。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全日制の県立高校は５校設置されており、学校規模（平成２３年度の１年次：

以下同じ）をみると、１学年８学級規模が１校（金津高校）、６学級規模が１校

（三国高校）、４学級規模が２校（丸岡高校、春江工業高校）、３学級規模が   

１校（坂井農業高校）となっている。 
 

生徒数については、平成２７年頃に減少傾向が大きくなることが予想される

ことから、高校の適正規模の確保を図る必要がある。また、福井地区の高校等

への進学者が多くなっており（特に普通科）、地区内の県立高校の更なる魅力づ

くりを図るとともに、生徒の普通科への高い進学希望に応えるため、他の地区

と比べて低くなっている普通科の定員割合を引き上げる必要がある。 
 

坂井農業高校においては、生徒数の減少に伴う学校の小規模化が進んでおり、

また近年、卒業生の農業への就職者はなく、求人も少ないことから、学習内容

と進路とのミスマッチが生じており、地域の産業界や生徒の現在のニーズに対

応した教育体制づくりが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H3三国高校川西分校廃止 

【校】 【人】 

【坂井地区の中学校卒業者数と県立高校（全日制）数の推移（見込み含む）】 

【坂井農業高校の定員・学級数の推移】 

年度 定員(学級数) 備 考 

Ｓ６２ ２００（５）  

Ｈ０４ １６０（４） ５学科⇒４学科 

Ｈ０９ １２０（３） ４学科⇒３学科 

Ｈ１９ ０９０（３）  

Ｈ２０ ０９３（３）  

Ｈ２１ ０９３（３）  

Ｈ２２ ０９３（３）  

Ｈ２３ ０９３（３）  

 

【坂井地区の中学校卒業者の主な進学地（H23.3卒）】（単位：人） 

地区外（５１８人） 

福井地区 坂井地区 

普通科 職業科 

その他 

地区 

７９５ ３２５ １２５ ６８ 

 



 
- 8 - 

◆ 再編整備方針 

 

・ 坂井農業高校、春江工業高校、金津高校商業科、三国高校家庭科を統合

再編し、総合産業高校を新たに設置する。校地は、敷地の規模や農業実

習施設である山室農場への移動負担、生徒の通学の利便性等を考慮し、

坂井農業高校とする。 

 

・ 金津高校、三国高校、丸岡高校については、地域の普通科単独校として、

進学体制を強化する。また、普通科の定員割合を引き上げる。 

 

・ 春江工業高校の校舎・敷地等については、当面、春江工業高校の在校生

や総合産業高校の教育施設として活用する。 

 

・ 総合産業高校は、必要な施設・設備の整備に要する期間等を見据え、平

成２６年度を目途に開校するものとする。 

 

＜坂井地区における再編整備のイメージ＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金津高校 
・普通科 
・経理科【商業】 
・情報処理科【商業】 

丸岡高校 
・普通科 

坂井農業高校【農業】 
 ・生産技術科 
 ・食品科 
 ・環境システム科 

 
 
 

・ビジネス・生活デザイン科【商業、家庭】 

・機械・自動車科【工業】 

・電気・情報科【工業】 

・農業科学科【農業】 

三国高校 
・普通科 
・家政科【家庭】 

総合産業高校 

（坂井農業高校） 

春江工業高校【工業】 
・機械科 
・自動車科 
・電気科 
・情報システム科 

※総合産業高校の学科名は仮称 

 
 
・普通科 

 
 
・普通科 

 
 
・普通科 

普通科系高校 

職業系高校 

金津高校 

丸岡高校 

三国高校 
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◆ 普通科系高校の特色 

 

・ 金津高校、丸岡高校、三国高校については、進路別・選択教科別クラス

編成や専任教諭の配置を進めるとともに、中高一貫教育の推進や特別進

学コースの強化などにより難関校受験にも対応できる学力を育成する。 

 

・ 金津高校において情報・経営など商業系大学への進学コースの設置を検

討し、より幅広い進学ニーズに対応する。 

 

・ その他の普通科系高校においても、学校の魅力を高めるため、地域の特

色を生かした科目を独自に設定することを検討する。 

 

◆ 総合産業高校の特色 

 

・ 農業、工業、商業、家庭の４つの専門学科を基本に、様々な産業に関す

る学習を行うことができる教育体制を整備する。また、学校規模を拡大

することにより、部活動や学校行事などを充実し、学校の魅力を高める。 

 

・ 地元の企業、事業者と連携した実践教育やそれぞれの分野における資格

取得の推進など、職業教育カリキュラムを充実し、地域の産業界のニー

ズに応えられる産業人材を育成する。 

 

・ 商業、家庭に関する学科として「ビジネス・生活デザイン科」（仮称）を

設置する。商業分野については、簿記や商品流通、語学、情報処理など

の基礎的知識・技術の習得をはじめ、専門学校等との連携を強化し、専

門的な商業教育を展開する。さらに、地域の産業・観光を幅広く学習す

るなど、より地域とのかかわりを重視した商業教育を展開する。 

 

・ 家庭分野については、暮らしに関する幅広い知識・技術を習得するとと

もに、本県産業に関わりの深いデザインやファッション、情報機器の活

用等を学習し、服飾、インテリア、商品企画などの分野で広く活躍でき

る人材を育成する。 

 

・ 工業科は「機械・自動車科」、「電気・情報科」（仮称）を設置し、機械、

自動車、電気、情報の工業分野の基礎的知識・技術の習得をはじめ、地

域のものづくり企業やテクノポート福井立地企業、工業技術センター等

と連携した実践的で最先端の工業教育を展開する。 

 

・ 農業科は「農業科学科」（仮称）を設置し、農業分野の基礎的知識・技術

の習得をはじめ、地域の農家や研究機関等と連携し、実践的な栽培技術

やバイオテクノロジー等を取り入れた先進的な農業技術の習得を目指す。
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また、地域の農業経営体等の協力も得ながら、地元農産物の加工から流

通・販売までを総合的に学習し経営感覚を養うなど、農業を基本としな

がら広く食に関連した業種で活躍できる幅広い人づくりをめざし、新し

い農業教育を展開する。 

 

・ 総合選択制の導入により、生徒の興味・関心に応じた多様な科目を提供

し、進学を含む幅広い進路ニーズに対応する。 

 

・ あわら市山室にある実習農場を学校農場と位置づけ、収穫から商品企画、

加工、ＰＲ、販売まで、学科を横断した実践的な教育を展開するほか、

農業体験を通した人間形成や自然環境学習の場として、全生徒で活用す

る。 

 

＜再編整備後の新体制の姿＞ 

 

【現 行：平成２４年度】総定員数：８８８名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ６ １９４  

経理科 １ ３６ １ 金津高校（266） 

情報処理科 １ ３６ 
商業科 

２ 丸岡高校（163） 普通科 ５ １６３  

普通科 ５ １９０  
３ 

三国高校 

（222） 家政科 １ ３２ 家庭科 

生産技術科 １ ３１ 

食品科 １ ３１ ４ 
坂井農業高校 

（93） 
環境システム科 １ ３１ 

農業科 

機械科 １ ３６ 

自動車科 １ ３６ 

電気科 １ ３６ 
５ 

春江工業高校 

（144） 

情報システム科 １ ３６ 

工業科 

 

【再編後：平成２６年度】総定員（見込）数：８７０名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

１ 金津高校（220） 普通科 ７ ２２０ 

２ 丸岡高校（170） 普通科 ５ １７０ 

３ 三国高校（200） 普通科 ６ ２００ 

 

ビジネス・生活 

デザイン科 
２ ７０ 

商業科 

家庭科 

機械・自動車科 ２ ７０ 

電気・情報科 ２ ７０ 

工業科 ４ 
総合産業高校（280） 

【校地：坂井農業高校】 

農業科学科 ２ ７０ 農業科 

※ 総合産業高校の学科名は全て仮称 

※ 再編後の総定員（見込）数は、地区の中学校卒業見込数から推計した数。 

※ 学級数、定員数については仮の数字。生徒の志望動向等によって、変更する。 
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 ② 若狭地区（小浜市、高浜町、おおい町、旧上中町） 

 

◆ 現状と課題 

中学校卒業者数は、平成元年３月の１，００４人から、平成２３年には６６

８人まで減少（約３３％減）した。また、平成３８年には５２１人まで減少（約

４８％減）する見込みとなっている。 
 

全日制の県立高校は３校設置されており、学校規模をみると、１学年８学級

規模が１校（若狭高校）、６学級規模が１校（若狭東高校）、３学級規模が１校

（小浜水産高校）となっている。 
 

 今後も、生徒数の減少が見込まれることから、高校の適正規模の確保を図る

必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、これまで、生徒数の減少に普通科の定員数を削減することで対応して

きたため、普通科系学科と職業系専門学科の定員割合がほぼ１：１と、他の地

区に比べて職業系学科の割合が非常に高くなっている。 

 

今後も現在の体制を維持することを前提として、普通科系学科の定員数の削

減を続けると、平成３８年頃には、普通科系学科の定員割合は約４０％まで低

下することが予想されることから、生徒の普通科への高い進学希望に応えるた

め、早急に学校体制を見直し、普通科の定員割合を引き上げる必要がある。 

 
また、若狭東高校農業科（産業技術科、生活科学科）および小浜水産高校に

おいては、近年、卒業生の農林漁業への就職者は極めて少なく、学習内容と進

路とのミスマッチが生じており、地域の産業界や生徒の現在のニーズに対応し

た教育体制づくりが必要である。 

 

 

【校】 【人】 

【若狭地区の中学校卒業者数と県立高校（全日制）数の推移（見込み含む）】 
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さらに、小浜水産高校においては、近年、志望者数や入学者数が募集定員に

満たない状況が続き、小規模化が進んでいる。また、専攻科についても、毎年

１０名程度の募集に対して、入学者は１～４名程度と少なくなっている。 

 

小浜水産高校においては、教員数の確保や生徒への教育効果、学校の活力維

持の観点から考慮すると、今後も生徒数の減少に定員や学科数の削減で対応す

ることは困難である。 

 

こうした中においても、本県唯一の水産・海洋教育を行う場の確保は重要で

あり、再編整備の中で、若狭地域の特色ある食文化や、県立大学海洋生物資源

学部、県栽培漁業センター等各種研究機関が近接する立地条件を生かし、魅力

ある海洋・水産教育の展開を図る必要がある。 

 

【小浜水産高校の定員、入学者数の推移】 

１ 本 科 

年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

志望者数 ４７ ４８ ４３ 

募集定員 ９０ ９０ ９０ 

入学者数 ７９ ７７ ７５ 

 ※志望者数は、進路志望調査結果による（前年９月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 再編整備方針 

 

・ 小浜水産高校を若狭高校に統合し、新たに「海洋科学科」（仮称）を設置

する。なお、小浜水産高校専攻科は廃止する。 

 

・ 若狭東高校農業科、工業科と若狭高校商業科を統合再編し、若狭東高校

を母体とした総合産業高校を設置する。 

 

・ 普通科系学科については、若狭東高校の普通科を廃止し、若狭高校に集

約する。 

 

・ 小浜水産高校の敷地・校舎等については、新たなカリキュラムに基づく

校舎・施設等の利用計画を踏まえた上で、引き続き水産教育に活用する。 

 

【小浜水産高校の生徒数の推移（人）】 

年度 
生徒数 

（１～３年生） 

Ｈ１９ ２１９ 

Ｈ２０ ２１８ 

Ｈ２１ ２２０ 

Ｈ２２ ２１１ 

Ｈ２３ ２０５ 

 

２ 専攻科 

年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 

募集定員 約１０ 約１０ 約１０ 

入学者数 １ ４ ４ 
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・ 大型実習船については廃止することとし、今後のカリキュラム検討を踏

まえ、他機関等との共同運航などを検討していく。 

 

・ 総合産業高校および若狭高校海洋科学科（仮称）は、平成２５年度を目

途に開校・開科するものとする。 

 

 

＜若狭地区における再編整備のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 若狭高校の特色 

 

・ 普通科においては、進路別・選択教科別クラス編成や専任教諭の配置等、

個々の進学志望に対応したきめ細かな指導を行うとともに、情報・経営

等、商業系大学への進学コースの設置を検討し、より幅広い進路ニーズ

に対応する。 

 

・ 平成２４年度から文理探究科を設置し、理系文系それぞれの難関大学へ

の進学対応を強化する。 

 

・ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）を活用した学校設定教科「探

究科学」の設定や国際性育成プログラムの実践により、国際的に活躍す

る理数系人材や科学技術に関わる政策立案等に寄与する文科系人材の育

成を目指す。 

 

 

 

・ビジネス情報科【商業】 

・農業科学科【農業】 

・生活科学科【農業】 

・電気・機械科【工業】 

総合産業高校 
（若狭東高校） 

若狭高校 

若狭東高校 

・普通科 

 

小浜水産高校【水産】 

・海洋科学科 

・食品工業科 

・水産経済科 

・商業科【商業】 

・情報処理科【商業】 

・産業技術科【農業】 
・生活科学科【農業】 
・電子機械科【工業】 
・電気科【工業】 

 

 

・普通科 

・文理探究科【理数、国際】 

・海洋科学科【水産】 

若狭高校 ・普通科 

・理数科 

※ 若狭高校海洋科学科および総合産業

高校の学科名は仮称 
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・ 水産科については「海洋科学科」（仮称）を設置し、県立大学海洋生物資

源学部との連携による授業や課題研究など、魅力的で質の高い海洋・水

産教育を展開する。また、普通科教育を重視し、海洋・水産系、農学系

など、自然科学系の大学進学に対応。 

 

・ 水産分野のみならず地域の様々な業界で広く活躍できる人材を育成する

ため、地域の事業者等と連携して水産物の貯蔵、加工、流通、販売まで

幅広く学習できる実践教育を展開する。また、海洋資源や船舶に関する

知識・技術の習得、資格取得を促進する。 

 

◆ 総合産業高校の特色 

 

・ 商業、工業、農業の３つの専門学科を基本に、様々な産業に関する学習が

できる教育体制を整備する。 

 

・ 地域の企業、事業者と連携した実践教育やそれぞれの分野における資格取

得の推進など、職業教育カリキュラムを充実し、地域の産業界のニーズに

応えられる産業人材を育成する。 

 

・ 商業科は「ビジネス情報科」（仮称）を設置し、簿記や商品流通、語学、

情報処理など基本的なビジネススキルをはじめ、若狭の産業や観光につい

ても深く学習し、地域に根差した商業教育を展開する。 

 

・ 農業科は「農業科学科」（仮称）および「生活科学科」（仮称）を設置する。 

 

・ 「農業科学科」（仮称）では、地域の事業者や研究機関等との連携により、

実践的で先進的な農業技術の習得、若狭の特産物の加工から商品開発・販

売まで総合的に学習し、経営感覚を養うための実践教育を行う。また、地

域の開発・保全に関する知識・技術の習得、資格の取得を促進する。 

 

・ 「生活科学科」（仮称）では、介護・保育などの福祉分野をはじめ、暮ら

しに関する幅広い知識・技術を習得するとともに、若狭の伝統的な食文化

の継承や創造を担う人材育成をめざし、食に関する幅広い教育を行う。 

 

・ 工業科は「電気・機械科」（仮称）を設置し、電気・機械分野における基

礎的な知識・技術の習得とともに、さまざまな資格取得に向けた専門教

育や、地域の企業等と連携した実践的な教育を展開する。 

 

・ 総合選択制の導入により、生徒の興味・関心に応じた多様な科目を提供

し、進学を含む幅広い進路ニーズに対応する。 

 



 
- 15 - 

＜再編整備後の新体制の姿＞ 

 

【現 行：平成２４年度】総定員数：５６７名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ５ １８１  

文理探究科 ２ ５０  

商業科 １ ３１ 
１ 若狭高校（293） 

情報処理科 １ ３１ 
商業科 

普通科 ２ ６０  

産業技術科 １ ３２ 

生活科学科 １ ３２ 
農業科 

電子機械科 １ ３０ 

２ 若狭東高校（184） 

電気科 １ ３０ 
工業科 

海洋科学科 １ ３０ 

食品工業科 １ ３０ ３ 小浜水産高校（90） 

水産経済科 １ ３０ 

水産科 

 

【再編後：平成２５年度】総定員（見込）数：５００名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ６ ２２０  

文理探究科 ２ ５０  １ 若狭高校（320） 

海洋科学科 ２ ５０ 水産科 

ビジネス情報科 ２ ６０ 商業科 

農業科学科 １ ３０ 

生活科学科 １ ３０ 
農業科 ２ 

総合産業高校（180） 

【校地：若狭東高校】 

電気・機械科 ２ ６０ 工業科 

※ 若狭高校海洋科学科および総合産業高校の学科名は仮称 

※ 再編後の総定員（見込）数は、地区の中学校卒業見込数から推計した数。 

※ 学級数、定員数については仮の数字。生徒の志望動向等によって、変更する。 
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（３）再編整備の進め方 

 

・ 再編整備に当たっては、対象高校、学科の募集停止と同時に新高校・新

学科の募集を行う。なお、対象高校の在校生については、原則として、

卒業まで入学した学校の校舎等において学習を行う。 

 

・ 各地区において、再編対象校の教員を中心とした準備委員会を設置し、

地元産業界やＰＴＡ等からの意見をいただきながら、学科・コース・カ

リキュラムの具体的内容をはじめ、校名・校章等の決定、入学者選抜等

の開校準備を進める。 

 

・ 開校準備の進捗状況については、準備委員会のホームページへの掲載や

説明会の開催等により、随時、中学校関係者や保護者等に周知を図る。 

 

・ 再編対象校の施設・設備に関しては、カリキュラム等の内容や検討の進

捗状況を踏まえ、計画的に整備するとともに、使用しなくなる施設等に

ついては、有効な利用方法等を検討する。 
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（４）今後のスケジュール 

 

【新体制移行までの主なスケジュール（予定）】 

年度 坂井地区 若狭地区 

Ｈ２４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２５ 

 ・総合産業高校開校、若狭高校海洋科

学科（仮称）開科 

Ｈ２６ 

・総合産業高校開校  

※ 施設・設備の整備は、カリキュラムの内容や検討の進捗状況を踏まえ、  

計画的に実施。 

・準備委員会設置 

・総合産業高校の学科、カリキュラム

等検討 

・施設・校舎の利用計画の検討 

・必要な施設・設備の整備の検討 

・教育目標の設定 

・学校案内等の作成 

・生徒、保護者、学校関係者等への

周知 

・施設・設備の整備、人員配置検討 

・新高校の校名等の検討 

・県立学校設置条例改正 

・生徒募集（推薦入学、一般入学者

選抜） 

・ 実習船のあり方の検討 

・ 施設・設備の整備、人員配置検討 

・ 新高校の校名等の検討 

・ 県立学校設置条例改正 

・ 生徒募集（推薦入学、一般入学者

選抜） 

・準備委員会設置 

・若狭高校、総合産業高校の学科、

カリキュラム等検討 

・施設・校舎の利用計画の検討 

・必要な施設・設備の整備の検討 

・教育目標の設定 

・学校案内等の作成 

・生徒、保護者、学校関係者等への

周知 
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【再編整備による新体制移行までのスケジュール】 

区 分 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

普通科 
 

   
金津 

高校 
商業科 

  2、3 年生 
在 籍 

 

3 年生 
在 籍 

普通科 

単独校 

丸岡 

高校 
普通科 

 
   

普通科 

単独校 

普通科 
 

   
三国 

高校 
家庭科   

2、3 年生 
在 籍 

 

3 年生 
在 籍 

普通科 

単独校 

坂井農

業高校 
農業科 

 
 

2、3 年生 
在 籍 

 

3 年生 
在 籍 

 

春江工

業高校 
工業科 

 
 

2、3 年生 
在 籍 

 

3 年生 
在 籍 

 

坂 

井 

地 

区 

総合産業高校 

（坂井農業高校） 
 

 開 校 
1 年生在籍 

１、２年生 
在 籍 

１,２,３年生 

在 籍 

普通科 
 

    

文理 

探究科 

 
    

商業科 
 2、3 年生 

在 籍 
 

3 年生 
在 籍 

  

若狭 

高校 

水産科 
 

1 年生在籍 
１,２年生 
在 籍 

１,２,３年生 
在 籍 

 

水産科 
 2、3 年生 

在 籍 
 

3 年生 
在 籍 

  
小浜水

産高校 
専攻科 

１，２年生 
在 籍 

２年生 
在 籍 

【募集停止】 
   

普通科 
 2、3 年生 

在 籍 
 

3 年生 
在 籍 

  

農業科 
 2、3 年生 

在 籍 
 

3 年生 
在 籍 

  
若狭東

高校 

工業科 
 2、3 年生 

在 籍 
 

3 年生 
在 籍 

  

若 

狭 

地 

区 

総合産業高校 

（若狭東高校） 

 開 校 
1 年生在籍 

１、２年生 
在 籍 

１,２,３年生 

在 籍 
 

 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 

【募集停止】 


